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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、 

立ち幅とび 

○全国平均より下回った種目 

握力、20ｍシャトルラン、 

50ｍ走、ソフトボール投げ 

・持久力、走力に課題が見られる。 
・運動する場所に制限がある時間が続いたが、運動
が好きと答えた児童は多い。今年度から使用で
きるグラウンドを活用した取組が効果的。 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

握力、上体起こし、長座体前屈、 

反復横とび、立ち幅とび 

○全国平均より下回った種目 

20ｍシャトルラン、50ｍ走 

ソフトボール投げ 

・男子と同様に持久力、走力に課題が見られる。 
・運動を苦手とする児童が多い。運動の楽しさを感じら
れる学習と個々の目標に向かって取り組めるような
授業の工夫が必要。 

 
・「運動やスポーツをすることは好き」と回
答する子どもの割合が男子は全国平均だ
が、女子は下回っている。 

・体育の授業で「できなかったことができるように
なったとき」楽しいと感じる割合が男女共に多
い。 

・「できるようになったこと」を実感できる振り
返りを大切にした授業の充実 

・グラウンドを効果的に活用した、三間を工夫し
た取組の実施。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○「こころ・からだ・いのちの学習」について、養護教諭とともに、ねらいや内容についてお便りなどを通して保護者と共有 

○タグラグビーやボッチャ等の競技の指導や「走り方教室」を地域や外部のインストラクターに依頼 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○体を動かす楽しさを感じられ

る体育学習の指導の工夫 

・子どもが目標を立て、自分に

合った技能や練習場所を選択

し、達成感を得られる振り返

りの場を設定した授業づくり 

○一人１台端末を活用した学習

活動の充実 

・自分の動きを振り返る場、他

者との対話 

〇毎授業ウォーミングアップで

の縄跳びの活用 

○各教科等の内容を関連付け、健康

に興味・関心をもち、食や命の大切

さを考える教育の推進 

 

・養護教諭と連携し、生命(いのち)

を大切にする学習、性に関する学

習の充実 

 

・栄養教諭による日常の食指導と食

に関する学習の実施 

○「仲間・時間・空間」の創出による

運動機会の工夫 

・グラウンドや体育館で遊びたくなる

場の設定 

・週に一度学年のクラス全員が遊ぶ

「みんなで遊ぶでい」の設定 

○児童会を中心にした子どもによる運

動機会を創出する取組の立案・実現 

・グラウンドに常設コーナーを作成

し、どの子でも日常的に活用できる

ようにする 


